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民意無視、憲法破壊の 

戦争法案必ず廃案に 
 安倍政権は 16日、衆議院本会議で違憲立法の戦争法案を強行採決。15、16の両日、「戦

争法案は廃案」を掲げる国民が国会正門前大集会に 10万規模で押し寄せ、自公らの暴挙に

厳しい抗議の声をあげた。9月末の延長国会末に向け、27日から参議院で審議が始まる。 

 憲法を暮らしに活かし住みよい地域社会を掲げる人権連。立憲主義の否定、法の支配無

視、民主主義を無視する安倍独裁政治。国民各層との連帯で必ず廃案に追い込もう。 

 

人種差別撤廃基本法：研究者、弁護士らが集会 成立訴え 
http://mainichi.jp/select/news/20150723k0000m040068000c.html（毎日新聞） 

 ヘイトスピーチ対策の法的根拠となる「人種差別撤廃基本法」の成立を目指す集会が２

２日、参院議員会館で開かれ民主、社民両党などが５月に参院に提出した法案の審議にた

だちに入るよう求める決議を採択した。 
 集会は非政府組織や研究者、弁護士らでつくる「外国人人権法連絡会」などが主催。基

調講演で龍谷大法学部の金尚均教授は「法律を作ることで差別事案がどれだけ日本社会に

あるかを示し、施策を実現していくことが大事だ」と訴えた。 
 政府は今月、ヘイトスピーチなど外国人差別の実態を調査する方針を表明。決議では調

査の際は「被害の多様な実態を正確に把握するため、専門家の意見を聞いたうえで大学な

どの研究機関に委託する」ことも求めた。 
 参院に提出されている「人種差別撤廃施策推進法案」は、差別撤廃に向けた施策の推進

を国と地方公共団体の「責務」と定めている。参院法務委員会に付託されたものの審議入

りしていない。全国の地方議会１６７議会で、ヘイトスピーチ対策の法整備を求める意見

書が採択されている。（【のりこえねっと TV】https://youtu.be/JpwaJokhWKI） 
 
有田芳生@aritayoshifu  国会議員は１０人参加（秘書だけは別に１０人）で、参加者は 
１５０人を超えました。７月下旬あるいは８月はじめの審議入りを摸索しています。 

明戸隆浩 @takakedo  江崎孝（民主・参）、照屋寛徳（社民・衆）、福島瑞穂（社民・参）、

江田五月（民主・参）、仁比聡平（共産・参）、白眞勲（民主・参）、池内沙織（共産・衆）、

徳永エリ（民主・参）、の各議員から発言がありました。 

「ヘイトスピーチ」（法規制）-情報- 

http://mainichi.jp/select/news/20150723k0000m040068000c.html
https://youtu.be/JpwaJokhWKI
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